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資料2-参考



北海道における製品事故

1

長期的に事故件数は減少傾向であるが、
近年、2017年以降は増加の兆しもある。
石油機器の事故が非常に多く、事故件数全体の
３割を占めている。

件数

134

51

35

23

16

16

13

12

10

10

石油ふろがま

自転車・電動アシスト自転車

ガス給湯機

延長コード

除雪機

電気ストーブ

冷蔵庫

北海道における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名

石油ストーブ・ファンヒーター

ガスこんろ

石油給湯機



青森県における製品事故

2

事故件数は概ね10件以下で、低位安定で推移。
石油機器の事故の割合が大きく、除雪機の事故も
多い。かつては、電気製品の事故は少なかったが、
近年は、６割のシェアとなっている。

件数
14
13
8

石油ストーブ・ファンヒーター
除雪機

製品名

青森県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2018年）

石油給湯機



岩手県における製品事故

3

長期的に事故件数が減少していたが、2019年は、
一転して、大幅増加となった。
かつては、石油機器の事故が非常に多かったが、
近年は、大幅に減少した結果、事故件数全体も
減少した。

件数
28
12
8

岩手県における重大製品事故件数が
多い製品（2008年～2019年）

製品名
石油ストーブ・ファンヒーター

石油ふろがま
ガスこんろ



宮城県における製品事故

4

2015年以降、減少傾向だったが、2019年は
その他製品に含まれる自転車の事故が増え、
一転増加した。かつては、石油機器の事故が多
かったが近年は減少。

件数
19
14
12
11
8電気ストーブ

ガスこんろ

宮城県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名
石油ストーブ・ファンヒーター
石油給湯機
自転車・電動アシスト自転車



秋田県における製品事故

5

もともと事故件数が１０件前後で、年ごとの増減が大
きいものの、長期的には減少傾向。
ガス・石油機器の事故の割合が大きく、電気製品の
事故は少ない。

件数
21
9
8
6除雪機

秋田県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名
石油ストーブ・ファンヒーター
ガスこんろ
石油給湯機



山形県における製品事故

6

近年は1０件以下の事故件数で推移。
かつては、石油機器の事故が非常に多かったが、
近年は減少し、事故件数全体も非常に少なくなった。

件数

13

12

8

7石油給湯器

山形県における重大製品事故件数が多い
製品（2008年～2019年）

製品名

石油ふろがま

石油ストーブ・ファンヒーター

除雪機



福島県における製品事故

7

長期的に事故件数は減少。
かつては、石油機器の事故が非常に多かったが、
大幅に減少し、事故件数そのものも非常に
少なくなってきている。

件数
16
16
9
8

冷蔵庫
電気ストーブ

福島県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名
石油ストーブ・ファンヒーター
石油給湯器



茨城県における製品事故

8

事故件数は長期的に減少傾向。
石油機器の事故が多い。

件数

18

13

12

12

11

茨城県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

石油ストーブ・ファンヒーター

ガスこんろ

エアコン

石油ふろがま

石油給湯器

製品名



栃木県における製品事故

9

事故件数は長期的な減少傾向。
石油機器の事故が非常に多かったが、近年は減少。
2014年以降はガス機器の事故がみられず、
石油機器の利用者が多いと考えられる。

件数

16

10

7

7

6

6

石油給湯器

電子レンジ

栃木県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名

石油ふろがま

エアコン

ガスこんろ

冷蔵庫



群馬県における製品事故

10

事故件数は、２０件前後で推移。
2016年以降、ガス・石油機器の事故が減少し、
事故件数全体も減少していたが、2019年は増加に
転じた。

件数

16

11

11

10

8

石油ストーブ

テレビ

群馬県における重大製品事故件数が
多い製品（2008年～2019年）

製品名

ガスこんろ

延長コード

照明器具



埼玉県における製品事故

11

事故件数は４０~５０件／年程度で推移しており、
2015年以降は、事故件数が増加傾向。
石油機器の事故は少なく、家電製品の事故が多い。

件数

44

30

27

27

18

19

19

15

埼玉県における重大製品事故件数が
多い製品（2008年～2019年）

製品名

エアコン

電気ストーブ

ガスこんろ

洗濯機

電子レンジ

照明器具

ガスふろがま

石油ストーブ



千葉県における製品事故

12

長期的には事故件数は減少傾向。
2016年以降、増加してきたが、2019年は減少に
転じた。かつては、ガス・石油機器、その他製品の事故
も多かったが、いずれも減少しており、現在は、
電気製品の事故が７割を占めている。

件数

39

28

21

20

19

16

15

14

13

千葉県における重大製品事故件数が
多い製品（2008年～2019年）

製品名

エアコン

石油ストーブ

電子レンジ

石油ふろがま

ガスこんろ

照明器具

電気ストーブ

ガスふろがま

冷蔵庫



東京都における製品事故

13

件数

106

86

78

72

71

70

66

65

65

61

60

60

ガスこんろ

東京都における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名

照明器具

エアコン

電気こんろ

電気ストーブ

ガス湯沸器

自転車

洗濯機

電子レンジ

冷蔵庫

ノートパソコン

電動アシスト自転車

長期的な事故件数の減少傾向がみられていたが、近年は
増加の兆しもみられる。石油機器の事故が非常に少なく、
一方、家電の事故が非常に多いという特徴がある。
また、多様な製品で分散的に事故が発生しており、他県と比べ、シェアの大き
い主要な事故製品が存在しないという傾向がある（事故件数が一番多い照
明器具でも5%程度のシェア）。
2019年はブリヂストンによる過去の自転車事故の報告が多数あったため、
事故件数が増加。

55件,11.0%

10件,2.0%

298件,59.6%

137件,
27.4%

直近３か年



神奈川県における製品事故

14

事故件数は、長期的に減少傾向がみられ、
概ね６０件／年程度で推移。
石油機器の事故は非常に少なく、一方、
エアコンなどの家電製品の事故が多い。
2019年は自転車/電動アシスト自転車の事故が
多く報告された。

件数

62

47

41

28

25

26

24

22

22自転車/電動アシスト自転車

電子レンジ

神奈川県における重大製品事故件数が
多い製品（2008年～2019年）

製品名

エアコン

ガスこんろ

照明器具

石油ストーブ

ガスふろがま

電気こんろ

電気ストーブ



新潟県における製品事故

15

ガス機器よりは石油機器の事故が多いことが特徴。
特に、石油ストーブ・ファンヒーターの事故が多い。
一方、電気製品の事故は他県と比べ、少ない。
2019年は、「その他製品」に含まれる、自転車と除雪
機の事故が増えたため、事故件数全体も増加。

件数

39

11

10

8

7

7

洗濯機

電気ストーブ

新潟県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名

石油ストーブ・ファンヒーター

ガスこんろ

石油ふろがま

除雪機



山梨県における製品事故

16

事故件数は非常に少なく、５件～10件／年程度で
推移。事故件数が少ないため、事故の傾向も
見当たらない。これ以上の事故の減少は困難と
考えられる。

件数

6

5

4

4石油ストーブ・ファンヒーター

山梨県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名

石油給湯機

ガスこんろ

エアコン



長野県における製品事故

17

事故件数は長期的な減少傾向。
他県に比べ、ガス機器の事故が非常に少なく、
石油機器の事故が圧倒的多い。
また、「その他」の製品に含まれる、除雪機の事故も多
くみられる。

件数

21

17

11

10除雪機

長野県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名

石油ふろがま

石油ストーブ

石油給湯器



静岡県における製品事故

18

事故件数は２５件／年程度で推移。
近年は、減少傾向はみられない。
かつて、ガス・石油機器の事故が多かったが、
近年は減少。現在は、電気製品の事故が７割を
占める。

件数

34

21

19

15

13

12

照明器具

石油給湯器

電気ストーブ

静岡県における重大製品事故件数が
多い製品（2008年～2019年）

製品名

ガスこんろ

エアコン

石油ストーブ・ファンヒーター



富山県における製品事故

19

かつては、非常に石油機器の事故が多かった。
近年は石油機器の事故が大幅に減少し、
事故件数全体も10件以下と非常に低い状況が続いていた。
2019年は、電気機器の事故が大幅に増加し、事故件数も
増加に転じた。

件数
20
10
8
7
6

電気ストーブ
エアコン

富山県における重大製品事故件数
が多い製品（2008年～2019年）

製品名
石油ストーブ・ファンヒーター

ガスこんろ

石油給湯器



石川県における製品事故

20

長期的に減少傾向。
かつては、石油製品の事故が多かったが、大幅に減少し、
事故件数全体も減少した。

件数
16
11
7
7
7
7

石川県における重大製品事故件数
が多い製品（2008年～2019年）

延長コード

製品名
石油給湯器
石油ストーブ・ファンヒーター

エアコン
冷蔵庫
照明器具



岐阜県における製品事故

21

長期的に減少傾向。
ここ数年、ガス・石油機器の事故が少なく、事故件
数全体も10件程度と低い状況が続いている。

件数
11
11
9
8
8
7
6
6
6

岐阜県における重大製品事故件数
が多い製品（2008年～2019年）

電気ストーブ

石油風呂釜
冷蔵庫
電子レンジ

製品名
石油ストーブ・ファンヒーター

エアコン
ガスこんろ
照明器具

延長コード



愛知県における製品事故

22

石油機器の事故が少ない、都市型の事故傾向。
2019年はその他製品に含まれる自転車の事故
報告が多く、大幅に増加。

件数
59
45
43
37
20
20
20
18
17
15

電気こんろ

製品名

愛知県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

延長コード

照明器具
洗濯機

エアコン
ガスこんろ

石油ストーブ・ファンヒーター

ガス風呂釜
冷蔵庫

自転車・電動アシスト自転車



三重県における製品事故

23

事故件数は少ないが、都市型の事故傾向。
2019年はその他製品に含まれる自転車事故の報告が
多くあり、増加に転じた。

件数
14
12
11
10
8
8
7

三重県における重大製品事故件数
が多い製品（2008年～2019年）

照明器具

製品名
エアコン

ガスこんろ

石油ストーブ・ファンヒーター

洗濯機

冷蔵庫

自転車



福井県における製品事故

24

もともと事故件数は少なかったが、長期的に事故件
数が大幅に減少し、近年は毎年４件程度となって
いた。2019年は、増加に転じた。

件数

6

6

福井県における重大製品事故件数が
多い製品（2008年～2019年）

製品名

ガスこんろ

石油ストーブ・ファンヒーター



滋賀県における製品事故

25

事故件数は少なく、毎年10件前後で推移。
かつては、ガス・石油機器の事故が多かった年も
あったが、近年は減少し、代わって、
電気機器の事故が増加。

件数

13

11

10

9電気ストーブ

滋賀県における重大製品事故件数が
多い製品（2008年～2019年）

製品名

石油ストーブ・ファンヒーター

ガスこんろ

エアコン



京都府における製品事故

26

事故件数は、毎年25件前後で推移してきていた。
2019年は自転車の事故が多く報告されたため、
大幅に増加した。

件数

20

20

17

15

11

9

8

8

冷蔵庫

照明器具

ガス給湯機

ガスこんろ

京都府における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名

エアコン

電気ストーブ

石油ストーブ・ファンヒーター

自転車・電動アシスト自転車



大阪府における製品事故

27

2019年は自転車事故の報告が多くあり、事故件数は
増加に転じた。
ガス・石油機器の事故は減少傾向。

件数

88

76

53

35

31

27

26

25

23

エアコン

ガスこんろ

製品名

大阪府における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

電気ストーブ

自転車・電動アシスト自転車

洗濯機

石油ストーブ・ファンヒーター

ガスふろがま

冷蔵庫

電子レンジ



兵庫県における製品事故

28

長期的に事故件数は減少傾向であったが、
2019年は自転車事故の報告が多くあり、事故件
数が増加に転じた。

件数

35

32

30

28

28

25

ガスふろがま

石油ストーブ・ファンヒーター

兵庫県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名

エアコン

ガスこんろ

電気ストーブ

自転車・電動アシスト自転車



奈良県における製品事故

29

長期的に事故は減少傾向であり、近年は毎年10件
を下回っている。
近年は、電気製品の事故件数が少なく、ガス・石油機器
の事故が比較的多い状況。

件数

15

14

12

8電気ストーブ

奈良県における重大製品事故件数が
多い製品（2008年～2019年）

製品名

エアコン

ガスこんろ

石油ストーブ・ファンヒーター



和歌山県における製品事故

30

近年、事故件数は増加傾向。
かつて、ガス・石油機器の事故が多かったが、近年は
減少。電気製品の事故の割合が大きくなっている。

件数

8

8

7

6エアコン

和歌山県における重大製品事故件数が
多い製品（2008年～2019年）

製品名

ガスこんろ

石油ストーブ・ファンヒーター

石油ふろがま



鳥取県における製品事故

31

事故件数は極めて少なく、事故件数は毎年５件前後で
推移。

件数
4
4
4
3脚立・はしご

鳥取県における重大製品事故件数
が多い製品（2008年～2019年）

製品名
石油ストーブ・ファンヒーター

延長コード
ガスこんろ



島根県における製品事故

32

各年の事故件数は増減があるものの、
以前から事故件数が極めて少なく、近年も10件未満
で推移。

件数
6
5

電動車いす 4
4照明器具

島根県における重大製品事故件数
が多い製品（2008年～2019年）

製品名

エアコン

石油ストーブ・ファンヒーター



岡山県における製品事故

33

事故件数は、長期的に減少傾向。
2019年は、その他製品に含まれる自転車事故の報告
が多くあったため、増加した。

件数
17
14
11
10
9
8

石油ストーブ・ファンヒーター

照明器具
エアコン
洗濯機
延長コード

自転車・電動アシスト自転車

製品名

岡山県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）



広島県における製品事故

34

かつては、ガス機器の事故が比較的多かったが、
近年は大幅に減少。その結果、事故件数全体が
減少。

件数
22
17
13
12
9
9
8

石油給湯器
電気こんろ

電子レンジ
冷蔵庫

広島県における重大製品事故件数
が多い製品（2008年～2019年）

製品名
エアコン
ガスこんろ
石油ストーブ・ファンヒーター



山口県における製品事故

35

事故件数は最近は減少していたが、2019年は
電気製品の事故報告が多く、大幅増加に転じた。

件数
12
7
6
5
5
5

エアコン
電子レンジ

洗濯機

山口県における重大製品事故件数
が多い製品（2008年～2019年）

製品名
ガスこんろ

石油ふろがま

石油ストーブ・ファンヒーター



徳島県における製品事故

36

事故件数がもともと少なく、
毎年５件前後で低位安定で推移している。

件数

10

7

徳島県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名

エアコン

ガスこんろ



香川県における製品事故

37

各年の事故減数の増減が大きい。
事故件数が減少傾向にあるかどうかは今後の
様子を注視する必要がある。

件数
14
9
7
6石油給湯機

香川県における重大製品事故件数が多い製品
（2008年～2019年）

製品名
ガスこんろ
石油ストーブ・ファンヒーター
エアコン



愛媛県における製品事故

38

長期的には事故減数の減少が確認できる。
特に、近年は、ガス・石油機器の事故件数が減って
いる。

件数

13

10

5

5電気ストーブ

石油ストーブ・ファンヒーター

エアコン

製品名

愛媛県における重大製品事故件数が多い製
品（2008年～2019年）

ガスこんろ



高知県における製品事故

39

もともと事故件数が少ないが、近年は一層、
事故が減少。これ以上事故件数を減らすことが
困難な水準にまで減っている。

件数

7

6

高知県における重大製品事故件数が多い製品
（2008年～2019年）

製品名

エアコン

石油ストーブ・ファンヒーター



福岡県における製品事故

40

2015年以降は、事故件数が減少傾向。
電気機器以外の製品の事故が減少し、
相対的に、電気機器の事故の割合が増加している。

件数

33

27

27

24

18

17

16

15

14

12

12

11

10

冷蔵庫

照明器具

電気こんろ

電子レンジ

エアコン

ガスこんろ

延長コード

電気ストーブ

石油ストーブ・石油ファンヒーター

自転車・電動アシスト自転車

製品名

福岡県における重大製品事故件数が多い
製品（2008年～2019年）

ガスふろがま

洗濯機

石油給湯機



佐賀県における製品事故

41

事故件数がもともと少なかったが、長期的にも減少
傾向であり、現在は事故件数は極めて少ない。

件数
5
4

佐賀県における重大製品事故件数が多い
製品（2008年～2019年）

製品名
石油ストーブ・ファンヒーター

洗濯機



長崎県における製品事故

42

事故件数は少ないが、2011年については
全ての製品群で事故が多発。それ以降の事故件数は、
10件前後と低水準で推移。
かつて、電動車いすの事故が多く発生している。

件数
16
15
13
11
10
7
6

冷蔵庫
電動車いす
石油給湯機

ガスこんろ

長崎県における重大製品事故件数が多い製
品（2008年～2019年）

製品名
石油ストーブ・ファンヒーター

エアコン
石油ふろがま



熊本県における製品事故

43

事故の増減が激しい。
長期的にはガス・石油機器の事故が減少している。
太陽光発電システムの事故が比較的多く発生している。

件数
14
9
7
7
6
6
6
6
6
6電動車いす

熊本県における重大製品事故件数が多い製
品（2008年～2019年）

製品名
石油給湯機
延長コード
ガスこんろ

電気ストーブ
照明器具
洗濯機
冷蔵庫

太陽光発電システム
石油ストーブ



大分県における製品事故

44

もともと事故件数は少ないため、各年の事故件
数の増減が激しいが、近年は事故件数が減少
傾向。2019年は、様々な電気機器の事故報
告があり、大幅増加に転じた。

件数
5
5

大分県における重大製品事故件数が多い製品
（2008年～2019年）

製品名
エアコン

洗濯機



宮崎県における製品事故

45

事故件数は10件以下で低位安定で推移。
2019年は事故件数が２件だけと極めて少なかった。

件数
10
9
6

宮崎県における重大製品事故件数が多い
製品（2008年～2019年）

製品名
石油ストーブ・石油ファンヒーター

冷蔵庫
石油給湯機



鹿児島県における製品事故

46

長期的には事故件数は減少傾向。
ガス機器の事故が多かったが、近年はほとんど無い。

件数
14
11
8
7石油ストーブ・ファンヒーター

鹿児島県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

製品名
ガスこんろ
エアコン
石油給湯機



沖縄県における製品事故

47

2015年以降、増加傾向。
エアコンの事故件数が多く、事故全体の２割を占める。

件数

21

13

9

6扇風機

エアコン

石油給湯機

製品名

沖縄県における重大製品事故件数が多
い製品（2008年～2019年）

洗濯機
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